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１ 目的 

  新型コロナウイルス感染症の大規模な流行につながりかねない状況においても、大地

震などによる災害が発生した場合、ご自宅で生活できない方で、親戚や友人の家への避難

も難しい方は地域防災拠点等で避難生活を送ることになります。 

そのため、このような状況下の地域防災拠点での「密閉・密集・密接」を避けるために

開設・運営のポイントをまとめました。 

実施にあたっては、様々な課題が発生することも予想されますが、いわゆる複合災害が

発生した 状況下では、できることから確実に取り組むことが重要になりますので、本冊

子をご活用くださいますようお願いします。 

 

２ 位置付け 

  本冊子は、地域防災拠点開設・運営マニュアル（平成 25年４月策定）を基にして、国

や県、他都市等の考え方を参考にして新型コロナウイルス感染症への対応のポイントをま

とめたものとなります。 

  

 

 

 

 

３ 感染のリスクを減らすために 

  本市では、このような状況下で、災害が発生した場合に、避難所・避難場所の開設数

を増やすとともに、換気、手洗い、咳エチケットの徹底や生活するスペースの確保など  

ウイルス感染防止に努めていきます。 

  地域防災拠点運営委員会の皆様におかれましても、災害から自身の身を守ることを 

最優先に考えたうえで、新型コロナウイルス感染のリスクを減らすために、ご協力をお願

いします。 

  なお、市民の皆様には次の事項についてご協力をお願いしていますので、ご承知おき

ください。 

 

 

 

「地域防災拠点」開設・運営マニュアル 開設・運営のポイント 

国 県・他都市 
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４ 個人情報の取扱い 

地域防災拠点の運営にあたっては、個人情報を取り扱う場面も想定されます。市民の 

皆様の利益が損なわれることがないよう、情報の取扱いについて避難者の人権、プライ 

バシーに十分配慮していただくよう、お願いいたします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 災害時に自宅で安全を確保できる場合には、新型コロナウイルス感染を防止する 

ためにも、在宅避難に努めてください。 

・ 在宅避難に備え食料やトイレパック等の備蓄品を準備してください。 

・ 行政が開設する避難場所・避難所だけではなく、親戚や友人の家への避難も検討し

てください。 

・ 避難場所・避難所に避難する際に持参する非常持出品に、マスク、体温計等も 

含めてください。 

・ 自宅療養者においては、発災時に自宅で安全を確保できるか不安な場合は、宿泊 

療養施設へ入所する等の対応が可能なため、事前に各区福祉保健センター福祉保健課

へお問合せください。 

市民の皆様にご協力をお願いしている事項 
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５ 地域防災拠点の開設・運営に係るポイント 

(1) 発災前に実施する事項 

 

 

 

ア 地域防災拠点となる学校の活用スペースの再確認 

・ これまでの調整で確保しているスペースの他に受入れ可能なスペースの確保 

に努めます。 

・ 発熱や咳等の症状が出た方及び濃厚接触者については、専用のスペースを  

設ける必要があるため、拠点内での設置場所を確認し、一般の避難者と動線を

分けるように計画します。 

・ 専用の動線などの確保が難しい場合は、時間で分け、消毒をするなどの方法

も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 拡大図は様式１参照 

 

 

▶ ア 地域防災拠点となる学校の活用できるスペースの再確認 

▶ イ 備蓄品の確認 
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イ 備蓄品の確認 

・ 本市としては、感染症対策として次の物品を備蓄しています。（予定） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 備蓄品については、レイアウト例や用途を参考にし、地域防災拠点の中の 

どこに配置するか事前に検討しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 防災備蓄庫の備蓄品 
品目 数量 用途 

① 体温計 １本 受付や健康観察での体温測定 

② マスク 500枚 避難者の予備 

③ アルコール消毒液 20ℓ 受付や建物入口などでの手指消毒用 

④ フェイスシールド 
30枚 

配膳や物資配布、特定の症状を発症した方と

接する際などに着用 

⑤ 消毒剤 ６ℓ ドアノブや手すりなどの消毒用 

⑥ 雑巾 10枚 ドアノブや手すりなどの消毒用 

⑦ 使い捨て手袋 500組 ドアノブや手すりなどの消毒用 

 

● 方面別備蓄庫の備蓄品 

品目 数量 用途 

⑧ 段ボール間仕切り 

及びベッド 
６セット 

特定の症状を発症した方や濃厚接触者用 

 

感染症対策として活用できる備蓄品 
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(2) 発災時に実施する事項 

 

 

 

 

 

   ア 地域防災拠点での受入れ 

     受付の担当者はマスク、手袋及びフェイスシールドを着用して対応します。 

     ① 避難者の地域防災拠点到着時の健康状態の確認 

      ・ マスク着用の確認（マスクを着用していない方にはマスクを配布） 

      ・ 体温計での体温の確認（接触型の体温計の場合は毎回消毒をする） 

      ・ 「体調に不安がある方及び発熱等の症状がある方」と「体調に不安が 

ない方」との振分け 

     ② 「体調に不安がある方及び発熱等の症状がある方」への対応 

      ・ ①の健康状態を確認する場所とは別に受付を設置 

      ・ 次の事項を確認し、「陽性者」「濃厚接触者」「発熱等の症状がある方」の 

どのタイプに該当するかを把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□ 感染が確認されていて自宅療養中の方か 
    → 該当する場合、「④ 自宅療養者が避難してきた場合の対応」へ 
□ 感染が確認されている人の濃厚接触者で健康観察中の方か 
    → 該当する場合、「濃厚接触者の専用スペースへ誘導」 
□ 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかが
あるか 

    → 該当する場合、「発熱等の症状がある方の専用スペースへ誘導」 
□ 重症化しやすい方（※）で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状があるか 

 （※）高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD等）等の基礎疾患がある

方や透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方、妊娠

中の方 

    → 該当する場合、「発熱等の症状がある方の専用スペースへ誘導」 

□ その他、発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合かどうか 

→ 該当する場合、「発熱等の症状がある方の専用スペースへ誘導」 

 

 

 

確認事項とその対応 

▶ ア 地域防災拠点での受入れ 

▶ イ 地域防災拠点の運営上注意すべき点 

▶ ウ 避難者の健康観察等の実施 

▶ エ 避難者の中から感染者が発生した場合 
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      ・ 事前に設定した専用の動線で専用スペースへ誘導 

      ・ 後に感染者が確認された場合に連絡を可能にするため、避難者カードへ 

の必要事項の記載を依頼 

      ・ 後に感染者が確認された場合に感染経路等を明らかにするために、 

どのスペースにどの方を配置したかを記録 

     ③ 「体調に不安がない方」への対応 

・ ②とは別の受付を設置 

・ 後に感染者が確認された場合に連絡を可能にするため、避難者カードへ 

の必要事項の記載を依頼 

※ 避難者カードを渡して避難スペースで記載していただき、後で回収 

する方法も考えられます。 

      ・ 要援護者については、事前に設定した専用の動線で専用スペースへ誘導 

     ④ 自宅療養者が避難してきた場合の対応 

自宅療養者は陽性者であるため、個室へ案内し、その後、区本部（拠点班を 

通じ医療調整班へ）へ連絡し、宿泊療養施設等への搬送とします。 

※ 神奈川県が宿泊療養施設等へ移送します。 

     ⑤ その他 

       受入れ時に把握した個人情報の取扱いについては、漏洩など十分に配慮 

します。 
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濃厚接触者とは「患者（確定例）」（「無症状病原体保有者」を含む。）の感染可

能期間に接触した者のうち、次の範囲に該当するものである。 

□ 患者（確定例）と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内等を含む） 

があった者 

□ 適切な感染防護無しに患者（確定例）を診察、看護もしくは介護していた 

者 

□ 患者（確定例）の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に触れた可能性が 

高い者 

□ その他：手で触れることのできる距離（目安として１メートル）で必要な 

感染予防策なしで、患者（確定例）と 15分以上の接触があった者（周辺の 

環境や接触の状況等個々の状況から患者の感染性を総合的に判断する） 

 

参照：新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領 

（2020年 5月 29日暫定版 国立感染症研究所） 

濃厚接触者とは？（令和２年５月 29日時点版） 



- 8 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

受付のレイアウト例 

２ｍ 

フェイスシールドを着用 
なければ、避難者と運営
者の距離を２ｍあける ２ｍをあけて並

べるよう 
テープ等で目印
をつける 

体調や足腰が悪い人が並ぶ際
には椅子に座ってもらうなど
配慮する 

避難者カードは、専用ス
ペースで記載 

「体調に不安がない方」 

「体調に不安がある方及び 

発熱等の症状がある方」 

   専用スペースへ ３ 

   検温チェック等 １ 

   避難者カードの記載等 ２‘    一般避難者用スペースへ ３ʼ 

   健康状態の聞き取り ２ 

５ページの「確認事項とその対
応」または様式集の「次のいず
れかの症状がある場合は、すぐ
に職員にお知らせください」を
活用して確認します。 
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   イ 地域防災拠点の運営上注意すべき点 

     ① 手洗いや咳エチケットの徹底 

       感染を防ぐために、基本的な感染症対策である手洗いやマスクの着用など 

を徹底します。断水、石鹸やアルコール消毒液等がない場合は、その時にある 

ものでできるだけのことを行います。（例えば、飲料水で手を洗う、ウェット 

ティッシュ等で拭くなど） 

 

 

 

 

 

 

 

     ② 定期的な清掃や換気 

       地域防災拠点内の衛生環境の確保として、定期的な清掃や換気の実施を 

徹底します。 

・ 掃除は消毒剤（次亜塩素酸ナトリウム）による拭き掃除を基本とします。 

消毒剤を使用する際には使い捨て手袋を着用し、換気をします。 

・ 人がよく触る場所（ドアノブ、テーブル、蛇口など）を１日にこまめに 

拭きます。 

・ 便や尿にもウイルスが潜んでいるため、トイレは目に見える汚物が 

あればその都度、また汚れが特に見えなくても１日３回（午前・午後・夕） 

以上の複数回を目安として、消毒剤を使用して掃除します。 

・ 掃除後の手洗い、消毒も徹底します。 

      ・ 換気は気候上可能な限り常時、困難な場合はこまめに（30分に１回以上 

数分間程度、窓を全開にする）、２方向の窓や扉を開け、避難スペース内に 

空気が通るようにします 
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     ③ 避難者同士の間隔 

・ 飛沫感染を避けるため、避難者同士の間隔は、少なくとも１ｍ空けます。 

      ・ 発熱や咳等の症状がある方及び濃厚接触者の専用スペースについても 

同様に間隔を空けます。 

      ・ 食事をするときは、互い違いに座ったり、同じ方向を向いて座ったり 

して食べるようにすることも考えられます。また、会話でもウイルスを 

含んだつばが飛ぶことがあるため、食事中の会話は自粛します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ④ 発熱や咳等の症状が出た方及び濃厚接触者への対応 

      ・ 不要かつ長時間の接触はしないようにします。 

      ・ 専用スペースの中で直接接触する場合は、マスクやフェイスシールド、 

使い捨て手袋を着用します。 

      ・ 食事についても直接受け渡さず、専用スペース外の廊下や専用スペース 

内の間仕切りの外に設置した机に置いて配るなどの工夫をします。 

 

 

 
・ 避難者の増加を考慮して、テープ等により居住スペースの区画を表示します。 
・ 一家族が一区画を使用し、人数に応じて区画の広さを調整してください。 
・ 家族間の距離については、少なくとも１ｍは空けましょう。 
・ 寝る向きは互い違い（お互いの足が見えるよう）にするのが望ましいです。 

（例） 
 
 
 
 

・ 発熱や咳等の症状がある方及び濃厚接触者については、専用のスペースを 

確保し、段ボールの間仕切りで区切るなどの工夫をします。 

（例） 

 

 

 

 

スペースの区画方法の例 

居住スペース 

一家族 一家族 一家族 

少なくとも１ｍ 

出入口 出入口 

   

専用スペース 
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     ⑤ ごみの処理 

      ・ 一般のごみと感染性の廃棄物について分けるようにし、感染性の廃棄 

物はごみ袋を２重にします。 

・ 使用済みのマスク、ティッシュ、使い捨て手袋、発熱・咳等のある人の 

弁当の容器などについては、直接手で触れないよう慎重に取り扱い、保管 

し、基本的に一般廃棄物として処分します。 

   ウ 避難者の健康観察等の実施 

    ・ 特定の症状が発生した場合には職員に報告するよう掲示物（様式２）を活用 

して周知を図ります。 

・ 拠点運営委員も含め、体温測定や避難者同士での体調確認を毎日行います。 

    ・ 区本部においても、定期的な巡回等を通し、避難者の症状・兆候の有無に 

ついて健康観察を行います。     

   エ 避難者の中から感染者が発生した場合 

・ 直ちに拠点動員職員を通じ、区本部へ報告します。地域防災拠点の消毒や 

閉鎖について、区本部で検討します。 





 
 

 

 

様 式 集 
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した
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
案
内
しま
す
。

検
温
チ
ェッ
ク
等

【ポ
イ
ン
ト
】

・
基
本
的
な
感
染
症
対
策
で
あ
る
手
洗
い
や

咳
エ
チ
ケ
ット
を
守
りま
す
。

・
便
や
尿
に
も
ウ
イル
ス
は
潜
ん
で
い
る
た
め
、ト
イレ

の
定
期
的
な
清
掃
や
トイ
レ
後
の
手
洗
い
や
手
指

消
毒
を
しま
しょ
う。

【ポ
イ
ン
ト
】

・
症
状
等
に
応
じて
、動

線
や
ス
ペ
ー
ス
を
分
け
ま
す
。

・
専
用
の
動
線
な
どの
確
保
が
難
しい
場
合
は
、時

間
で
分
け
、消

毒
を
す
る
な
どの
方
法
も
考
え
られ
ま
す
。

【ポ
イ
ン
ト
】

会
話
で
も
ウ
イル
ス
を
含
ん
だ
つ
ば
が
飛
ぶ
こと

が
あ
る
た
め
、食

事
中
の
会
話
は
自
粛
しま
す
。

【ポ
イ
ン
ト
】

定
期
的
な
換
気
や
掃
除
、身

の
回
りの
整
理
整
頓
に

よ
り、
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
衛
生
環
境
を
整
え
ま
す
。

境
界
線

境
界
線

発 熱 等 の 症 状 が

あ る 方 の 受 付
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次のいずれかの症状がある場合は、 
すぐに職員にお知らせください 

 
●お知らせいただく目安 
① 自宅療養中の方 
② 濃厚接触者で健康観察中の方 
③ 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、 
高熱等の強い症状のいずれかがある場合 

 

④ 重症化しやすい方（注１）で、発熱や咳などの 
比較的軽い風邪の症状がある場合 

 

⑤ 上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪 
の症状が続く場合（注２） 
 

（注１）重症化しやすい方とは、高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患 
（COPD等）等の基礎疾患がある方や透析を受けている方、免疫 
抑制剤や抗がん剤等を用いている方、妊娠中の方 

（注２）症状が４日以上続く場合は必ずご相談ください。症状には個人差 
がありますので、強い症状と思う場合にはすぐに相談してください。 
解熱剤などを飲み続けなければならない方も同様です。 

 

様 式 ２ 





新型コロナウイルス感染症対策 

実施チェックリスト 

 

▶ 発災前のチェックリスト 

 感染症対策チェック項目 チェック欄 

 
地域防災拠点となる学校の活用できるスペースが確認で

きている。 
 

 
発熱や咳等の症状が出た方及び濃厚接触者のための専用

スペースが確保できている。 
 

 
発熱や咳等の症状が出た方及び濃厚接触者と一般の避難

者の動線を分けるよう想定ができている。 
 

 
感染症対策用の備蓄品の種類や数量が確認できている。 

 
 

 
レイアウト例や感染症対策用の備蓄品の用途を参考にし、 

配置場所が想定できている。 
 

 

 

 

 

様 式 ３ 



▶ 発災時のチェックリスト 

 ① 地域防災拠点での受入れ 

 感染症対策チェック項目 チェック欄 

 
検温チェックや受付の担当者はマスクの他に手袋、フェイ

スガードを着用している。 
 

 

検温チェックなどを行うための受付、一般避難者用の受

付、体調に不安がある方及び発熱等の症状がある方用の受

付が設置できている。 

 

 
検温チェックなどを行うための受付には、アルコール消毒

液、マスク、体温計が準備されている。 
 

 
一般の避難者用、体調に不安がある方及び発熱等の症状が

ある方の受付に避難者カードが用意されている。 
 

 
受付に間隔をあけて並べるような目印がある。 

 
 

 
発熱や咳等の症状が出た方及び濃厚接触者のための専用

スペースまでの動線が確認できている。 
 

 
自宅療養者が避難してきた際の対応が確認できている。 

 
 

 

 



② 地域防災拠点の運営 

 感染症対策チェック項目 チェック欄 

 
拠点運営委員及び避難者のマスクの着用や手洗いの徹底

など、基本的な感染症対策ができている。 
 

 定期的な清掃、消毒や換気ができている。  

 
避難者同士（個人または家族単位）の間隔は少なくとも 

１ｍは確保できている。 
 

 
食事をするときは互い違いに座ったり、同じ方向を向いて

座ったりして食べるようにできている。 
 

 
発熱や咳などの症状が出ている方と接触する担当者は 

マスクの他手袋やフェイスシールドを着用している。 
 

 
発熱や咳などの症状が出ている方との不要かつ長時間の

接触はしないようにしている。 
 

 
発熱等の症状が出ている方及び濃厚接触者用のスペース

では、各人のスペースが間仕切り等で区切られている。 
 

 
食料や物資の配付は、手渡しでなく、置いてあるものを取

ってもらうなどの工夫がなされている。 
 

 
使用済みのマスク等、発熱等の症状がある人の弁当の容器

等のごみについては、直接手で触れないようにしている。 
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